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妖
怪
が
大
集
合 

 

４
月 

図
書
館
企
画
展

　
図
書
館
企
画
展
「
春
に
や

っ
て
き
た
江
戸
の
妖
怪
大
集

合
｜
向
井
信
夫
文
庫
を
中
心

に
｜
」
が
４
月
１
日
（
金
）

か
ら
29
日
（
金
）
ま
で
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
本
館

で
開
催
さ
れ
る
（
日
曜
及
び

５
日
を
除
く
）。

　
向
井
信
夫
文
庫
は
、
江
戸

を
代
表
す
る
戯
作
者
の
作
品

を
集
め
た
本
学
所
蔵
の
国
内

有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
妖

怪
や
幽
霊
、
化
け
物
と
い
っ

た
異
界
の
も
の
を
題
材
と
し

た
資
料
51
点
を
展
示
す
る
。

主
な
展
示
は
、
江
戸
中
期
の

絵
師
・
鳥
山
石
燕
の
「
画が

図ず

百
ひ
ゃ
っ

鬼き

夜や

行
ぎ
ょ
う

」、
十
返
舎
一
九

「
化
物
太
平
記
」、
曲
亭
馬

琴
作
、
葛
飾
北
斎
画
「
新し

ん

累
か
さ
ね

解げ

脱だ
つ

物も
の

語
が
た
り

」
な
ど
。
江
戸
時

代
、
恐
れ
つ
つ
も
庶
民
が
愛

し
た
物
語
の
数
々
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
昨
年
亡
く
な
っ
た

水
木
し
げ
る
氏
の
著
書
な

ど
、
妖
怪
を
扱
っ
た
現
代
の

作
品
も
そ
ろ
え
る
。

　
企
画
展
は
平
日
11
時
〜
16

時
、
土
曜
９
時
〜
12
時
。
入

場
無
料
。
旴
図
書
館
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
７
４

　
本
学
で
は
、
学
内
に
お
け
る
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
い
や
が
ら
せ
）」
と
さ
れ
る
行

為
や
言
動
を
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
三
つ
に

大
別
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
や
ゼ
ミ
、
部
活
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
場
で
は
、
交
流
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
人
間
関
係
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の

中
で
は
程
度
に
差
は
あ
れ
、
誤
解
や
摩

擦
、ト
ラ
ブ
ル
が
日
々
起
こ
り
ま
す
。
楽
し

い
は
ず
の
飲
み
会
や
カ
ラ
オ
ケ
で
、
断
っ

て
い
る
の
に「
雰
囲
気
を
壊
す
気
か
」
と
飲

酒
や
歌
う
こ
と
や
お
酌
を
執し

つ

拗よ
う

に
勧
め
ら

れ
る
。ゼ
ミ
や
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
「
大
学
生

な
ら
言
わ
れ
な
く
て
も
こ
の
ぐ
ら
い
気
を

利
か
せ
て
」
と
貶

お
と
し

め
ら
れ
る
。
授
業
で
先

生
が
指
導
し
て
く
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
一
例
に
す
ぎ
ま

せ
ん
し
、
ス
ル
ー
ス
キ

ル
を
発
揮
し
て
や
り
過

ご
す
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
被
害
者
の

感
じ
方
、
程
度
や
状
況

に
よ
り
、
同
一
の
行
為

で
も
必
ず
し
も
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
受
け
取
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
受
け
た
側
に
と
っ
て
耐

え
が
た
く
、
心
身
に
大
き
な
傷
を
負
う
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

　
被
害
を
受
け
た
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
た
方
が
対
策
室
の
扉
を
た
た

く
こ
と
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
丸
く

収
ま
る
」「
大
げ
さ
だ
と
思
わ
れ
な
い
か

な
」「
加
害
者
に
も
事
情
が
あ
っ
た
に
違
い

な
い
」「
親
や
友
人
に
心
配
や
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
」
と
慮

お
も
ん
ば
か

り
、
一
人
で
悩
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
ど
う
か
我
慢
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
が
受
け
た
苦
し
み
、
侮

辱
、
不
快
感
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
が
そ
れ

以
上
悩
ま
な
い
で
済
む
た
め
に
対
策
室
が

あ
り
ま
す
。
対
策
室
に
は
２
人
の
本
学
職

員
が
常
駐
し
、
ま
た
教
職
員
17
人
が
相
談

へ
の
対
処
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
我
慢
す

る
こ
と
は
つ
ら
い
し
、
苦
し
い
。
だ
か
ら

私
た
ち
が
い
ま
す
。
一
緒
に
解
決
の
道
を

探
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
松
田
　
智
穂
子
）

た
め
込
ま
ず
、相
談
を
。

訃
　
　
報

　
吉
田
震
太
郎
氏
（
よ
し
だ

・
し
ん
た
ろ
う
）
元
経
済
学

部
教
授

　
２
月
６
日
、
88
歳
で
死

去
。
１
９
８
８
年
か
ら
97
年

ま
で
在
職
。
主
な
担
当
は
財

政
学
。

1966（昭和41）年
文学部（国文・英米文・人文学科）設置

人文学科に哲学・人文・史学・社会文化コ

ース（２年次から選択）を設置

1967（昭和42）年
人文科学研究所を設置

国語国文学学会主催第１回「夏季大学国文

学公開講座」

1971（昭和46）年
大学院文学研究科（国文学・英文学・哲学

専攻）修士課程設置

1973（昭和48）年
大学院文学研究科（国文学・英文学・哲学

専攻）博士後期課程設置

1981（昭和56）年
「専修大学国文学公開講座」は、15回を数

え、「専修大学夏季公開講座」と改称、文

学部主催となる（2009年度第43回が最終回）

1986（昭和61）年
人文学科人文コース、哲学コースは哲学・

人文コース、社会文化コースは社会学コー

スと改称

1992（平成 4）年
大学院文学研究科（史学・地理学・社会学

・心理学専攻）修士課程増設

1994（平成 6）年
大学院文学研究科（史学・地理学・社会学

・心理学専攻）博士後期課程増設

1996（平成 8）年 心理学科増設、４学科構成となる

2001（平成13）年

国文学科を日本語日本文学科に、英米文学

科を英語英米文学科に名称変更

人文学科のコース制を廃止し哲学人間学・

歴史学・環境地理学・社会学の４専攻設置

学科・専攻に捉われずに学べるテーマ学習

（アジア・ヨーロッパ・情報メディア・人

間発達研究）を設置

2006（平成18）年
第１回　「高校教員対象研修プログラム」

実施（2015年度で第10回）

2010（平成22）年

４学科６専攻を改組・改革し日本語、日本文

学文化、英語英米文学、哲学、歴史学、環境地

理学の６学科に人文・ジャーナリズム学科

を新設し７学科構成とする

心理学科、人文学科社会学専攻をもとに、人

間科学部（心理学科、社会学科）を設置

2014（平成26）年 「新たな学士課程教育」はじまる

2016（平成28）年 文学部創立50周年

花
ひ
ら
く
　
こ
と
ば
と
文
化
の
教
育

学部長　廣瀬　玲子
　
専
修
大
学
文
学
部
の
創
立

は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

で
あ
り
、
今
年
で
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。
本
学
文
学
部
は

教
育
と
研
究
の
分
野
が
幅
広

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
当
初

の
国
文
学
科
、
英
米
文
学

科
、
人
文
学
科
の
３
学
科

は
、
現
在
で
は
日
本
語
学

科
、
日
本
文
学
文
化
学
科
、

英
語
英
米
文
学
科
、
哲
学

科
、
歴
史
学
科
、
環
境
地
理

学
科
、
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
学
科
の
７
学
科
と
人
間

科
学
部
（
心
理
学
科
、
社
会

学
科

）
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。

　
文
学
部
で
は
一
貫
し
て
卒

業
論
文
を
必
修
と
し
て
い
ま

す
。
自
ら
の
こ
と
ば
で
表
現

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

た
め
で
す
。
学
生
た
ち
は
、

読
書
や
調
査
を
通
じ
て
他
者

と
対
話
し
、
そ
こ
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
る
力
を
身
に

つ
け
て
卒
業
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
文
学
部
で
は

50
周
年
を
記
念
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
展
示
、
演
劇
な
ど

い
く
つ
も
の
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
人
文
・
社
会
科

学
は
決
し
て
無
用
の
学
で
は

な
く
、
人
の
営
み
の
歴
史
と

現
在
に
つ
い
て
深
く
考
え
、

よ
り
よ
い
未
来
を
作
り
だ
す

た
め
の
、
知
の
継
承
で
あ

教
育
充
実
へ 

寄
付
お
願
い

　
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

「
文
学
部
及
び
人
間
科
学
部

の
教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
」

を
目
的
と
し
た
寄
付
の
募
集

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
関

係
者
各
位
の
ご
理
解
を
賜

り
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

趣
旨
・
使
途

専
修
大
学
文

学
部
創
立
50
周
年
記
念
企
画

実
施
委
員
会

E-mail

‥bun50 aniv@isc.

senshu-u.ac.jp

募
金
の
方
法
・
免
税

募
金

局
☎
０
３
・
３
２
６
５
・
３

１
５
７

被
災
地
の
記
憶
｜
｜
（
パ
ネ

ル
展
示
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

Ｆ
・
翻
訳
が
ひ
ら
く
未
来

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

Ｇ
・
柴
田
義
之
演
劇
公
演
　

『
こ
い
』『
榎
物
語
』（
演
劇

公
演
）

Ｈ
・
戦
争
の
歴
史
と
わ
た
し

た
ち
｜
戦
争
を
体
験
す
る
、

伝
え
る
、
記
憶
す
る
｜
（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

※
各
企
画
の
開
催
日
時
な
ど

詳
細
は
専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ーHarry 

Potter

の
正

し
い
読
み
解
き
方
教
え
ま
す

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

Ｂ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
い

ま
｜
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
出
版

の
力
（
出
張
授
業
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
）

Ｃ
・
こ
こ
ろ
と
の
付
き
合
い

方
‥
地
域
に
根
ざ
す
相
談
室

と
し
て
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

Ｄ
・
伊
能
忠
敬
の
地
図
と
近

代
日
本
の
夜
明
け
（
伊
能
大

図
展
示
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

Ｅ
・「

東

日

本

」

と
「

阪

神
」
｜
｜
大
学
生
が
歩
い
た

人
な
ら
ぬ
も
の

｜
｜
鬼
・
禽
獣
・
石

 

廣
瀬
玲
子
編
著

 

本
間
次
彦
・
土
屋
昌
明
著

　
中
国
の
古
典
の
な
か
に
登

場
す
る
鬼
（

死
者
の
霊
）

と
禽
獣
（

動
物
）
と
石
。

三
つ
の
「
人
な
ら
ぬ
も
の
」

を
中
国
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
き
た
の
か
。
そ
こ
に
は

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
世
界
観

や
、
人
と
そ
の
文
化
に
対
す

る
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
、「
鬼
に
つ
い

て
」「
禽
獣
に
つ
い
て
」「
石

に
つ
い
て
」
の
３
章
か
ら
成

り
、
各
章
の
著
者
が
テ
ク
ス

ト
を
引
用
し
な
が
ら
古
典
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

　
幽
霊
の
訪
問
、
聖
獣
の
出

現
、
人
か
ら
動
物
へ
の
変

身
、
子
を
産
む
石
や
食
べ
ら

れ
る
石
な
ど
不
思
議
な
物
語

を
楽
し
み
な
が
ら
、
儒
教
や

道
教
に
も
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
文
学
・
思
想
・
歴
史
な

ど
の
分
野
を
横
断
し
て
豊
か

な
中
国
古
典
の
世
界
を
紹
介

す
る
「
シ
リ
ー
ズ
・
キ
ー
ワ

ー
ド
で
読
む
中
国
古
典
」
の

第
２
巻
。（
法
政
大
学
出
版

局
・
本
体
２
６
０
０
円
＋
税
）

　
編
著
者
（
ひ
ろ
せ
・
れ
い

こ
）

文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
、
中
国
文
学
史
。

著
者
（
つ
ち
や
・
ま
さ
あ

き
）

経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
中
国
語
。

学

位

取

得

　
松
井
暁
経
済
学
部
教
授

写
真

が
12

月
28
日
付
で

一
橋
大
学
か

ら
博
士
（
経

済
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
。
学
位
論
文
名
は
「
自
由

主
義
と
社
会
主
義
の
規
範
理

論
｜
価
値
理
念
の
マ
ル
ク
ス

的
分
析
｜
」。

 文学部創立50周年 

髙
島
准
教
授
が 

海
外
研
究
員
に 

 

相
馬
学
術
奨
励
基
金

　
若
手
研
究
者
の
海
外
派
遣

な
ど
を
行
う
相
馬
学
術
奨
励

基
金
の
２
０
１
６
年
度
海
外

研
究
員
に
髙
島
裕
之
文
学
部

准
教
授
（
平
19
院
文
博

写

真
）
が
決
ま
っ
た
。
髙
島
准

教
授
は
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
大
学
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
陶
磁
器

交
易
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

る
。
こ
の
こ
と
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
確
か
め
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

 

ど
う
ぞ
気
軽
に
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
足
を
運
び
、
楽
し

く
元
気
な
文
学
部
の
知
の
冒

険
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

記

念

企

画

▲　第１回「高校教員対象研修プログラム」（2006年８月）

教員を紹介する荒木学部長（当時）


